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この地質図幅は，北海j庄総合開発の一環と

して、北海道"開発庁の委託により実施したも

のを、北海jf{fにおし、てとりまとめたものであ

る。

昭和54年 6 月
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はしがき

この図幅は、昭和41年から43年にかげで行った野外調査の結果を基本にして、その

後の新しい知見を加えてとりまとめたものである。図幅作成にあたって、地域西半部

に分布する日高累層群については、野外調査を松下・紺谷が担当し、とりまとめは紺

ヰ***

谷が行った。野外調査に際しては、元北海道技術吏員小山内 照氏、元北海道大学理
*牢キェ~*

学部木崎甲子郎氏、北海道大学教養部中村耕二氏の御協力を得た。日高累層群分布地

域の調査・研究は、本調査終了後も紺谷によって続けられ、その結果、日高山脈東側

の同層の新しし、層序区分を提唱している。この図幅は紺谷(1978) の層序区分によっ

ているので、酒匂ほか(1963) の札内川上流図幅とは地質図がくい違っている。この

ことについてはあとで詳しくのベる。

地域の東半部に広がる第四系の分布地域については、小坂が担当し、とりまとめを

行った。今回説明書をとりまとめるにあたり、 1962年以来、十勝平野全域の第四系の

調査研究を続けている十勝団体研究会-の方々、とくに北海道大学教養部松井 愈氏に

多くの御援助と御討論をいただき、さらにその成果を引用させていただいた。

地域中央部の第四系の基盤として分布する新第三系については、宮坂が担当した。

ヰ 北海道立札幌西高等学校

料 北海道大学教養部

料水 明治コンサルタン卜株式会社

*料水 ユニオン・コンサルタント、取締役地質部長

本木材*琉球大学教養部教授
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なお、この図幅および説明書には、図幅調査の成果の他、宮坂個人による研究成果が

多く盛り込まれている。

図幅地域に点在する火成岩の顕微鏡観察は、北海道立地下資源調査所鈴木守氏に

お願いした。

以上の各結果を松下が総括した。

ここに図幅および説明書をまとめるにあたり、前記各協力者に深甚なる謝意を表す

る次第である。

I 位置および交通

この図幅は北緯 42°30'~42°40'、東経 143°00'~143°15' の範囲を占める地域であ

る。行政的には、地域北丙部の岩内川流域が帯広市に、同じく札内川流域が中札内村

に、地域中央部から北東にかけては更別村に、地域南部が大樹町に、地域東縁は忠類

村にそれぞれ属してL 、る。

本図幅地域南部および西部の山岳地帯には集落はまったくなく、わずかに主要河川

沿いの低地に村落が点在しているに過ぎなし、。地域の東部および北部は平坦な台地で

あるため、そのほとんどが農耕地として活用されている。中札内村上札内、更別村木

村、大樹町尾田の各地に、ややまとまった集落がみられる。その他は点在する農家が

みられるのみであるO

交通は、地域北東部に国鉄広尾線が通り、地域内に更別、上更別の 2 駅がある。鉄

道沿いに国道 236 号線が通り、図幅中央部を一般道道が上札内一尾田を経て、大樹町

で国道に連絡している。その他、更別一尾田、更別一元更別を結ぶ道道があり、台地

地域には 550 ill毎の碁盤の目状に町道・農道が発達しているc また、岩内川・札内)11

・歴舟川・中ノ川・ヌピナイ川の各河川沿いには林道および併用林道が通じている。

E 地形

1I.1 地形一般

図幅地域の地形を大別すると、日高山脈東側の山地地帯、その山麓の丘陵地帯およ

びその東方に広がる扇状地・段丘群からなる台地地域に区分される。

山地地帯は、本図幅地域の丙半部を占め、西から東に向って標高1，000 mを越す急

峻な山地から急激に高度を減じ、その末端にあたる丘陵地帯では 400m前後の標高を
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示す。丘陵地帯の稜線上には、しばしば平坦な地形面が発達する。

以上のような地形は、いずれも構成地質や地質構造と密接に関係している。すなわ

ち、急峻な山地地帯には、堅硬な岩石から成る先白亜系の日 i臼累層群が、丘陵地帯に

は、やや軟質な岩石から成る新第三系が、それぞれ分布して L る。 一方、これらの地

形の東方に広がる台地地域は、未回結の第四系堆積物で構成 6れている O この台地地

域は、十勝平野のなかでも、典型的な扇状地地形・段丘地形が観察3れるところとし

て著名である。
むがん

河川については、地域のほぼ中央に位置する無願の坂を扇頂とし、東北東に広がる

幕別扇状地を分水嶺として、その南と北で河川の流路が異なっている。すなわち幕別

扇状地の南側を流れる歴舟) II ・中ノ川・ヌビナイ川は、山地地fifでは、東ないし北東

方向に流下しているが、台地地帯に入ると、歴舟) II は中ノ川・ヌビナイ川を合流し、

南東方向iこ流路を変えて直接太平洋に注いでいる。これらの河川の上流域は、下刻が

盛んで深い河谷を形成しているが、下流域では川幅が広くなり、段丘が発達してい

る。

一方、幕別扇状地の北側を流れる札内f[1 は、北東の流路をとり、途中、岩内川・

戸蔦日Ij川を合流して、 卜勝平野の中央部 iこ向けて流下し、帯広市街地付近で十勝川に

合流している。札内川の河川勾配はゆるし その流域は、 聞けた河谷を示している

が、岩内川では深い峡谷を形成して、下刻作用の激しさを示しているO

IT• 2 地形面区分

本

図幅地域には、南部十勝に発達するほとんどすべての地形面が分布しており、これ

らの地形面は、各地形面の特徴とともに、その地形画を被覆している新If::!さまざま

な、降下火砕堆積物や古士壌をj遣問にして、次のように区分されるのすなわち、幕別

扇状地および市部十勝地域位、 flr:J位の面より光地園面・幕別扇状地面・上更別面 I ・

朝日面・拓北面・忠額面・尾田面・石坂面・大樹面の 9 つの地形面に|豆分三れる(十

勝団体研究会、 1968)。 このうち、光地園面と幕別扇状地面は、 古期扇状地の堆積面

キ*

であり、上更別面 I は、その侵食面である。また、忠煩面は、新期の扇状地面であ

キ 幕別扇状地を境とし、その市を lN flI;十勝、北合 III 央tTl;十 ij考と呼ぶ。

ネヰこの|え11岡地域でほ、 l:更 f]ljl而 I は幕引Ij)jp]状 J山の|判官j にのみ分布し、 l トJiil; 十 IJ持に属す

る地形!日のようにみえるが、凶 IPij 地域より京~点北方向に [liJ 而な追跡すると、中央

部十勝地域に!ムがっている。すなわち Ill] 1m(t 幕別扇状地と不離一体の関係で発達

していることから、南部十 Ij券と中央却十!泌が完全に分離する以前の地形面である。
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り、それ以外の各地形面は、歴舟JII ・中ノ )11 ・ヌビナイ川の各河川流域に発達した河

岸段丘である。

一方、幕別扇状地の北側の地域には、古期扇状地より低い地形面のうち、上更別面

I ・朝日面・拓北面に対比される地形面は発達せず、忠類面・尾田面・石坂面・大樹

面にそれぞれ対比される上札内 I 面・上札内 JIa面・上札内 JIb面・中札内面の各面が

発達している(第 1 表〉。

第 1 表各地形面の対比表

|上豊似図幅 l 札 内 図 幅 [

上更別面 I

“幕別"面

面園地光
期

図幅地域に分布する降下火砕堆積物、ローム層および古土壌i土、次のような累重関

係を示している。すなわち上位から

樽前 b 降下軽石堆積物 (Ta-b)
。

ソフトローム

ボール状ローム

恵庭 a 降下軽石堆積物 (En-a)

支努降下軽石堆積物 1 (Spfa1)
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交筋降下軽石堆積物 2 (Spfa2)

日高降下軽石堆積物 (Hpfa)

オレンジ降下軽石堆積物 1 (Op-I)

グ 2 (Op-2)

支努降下スコリア堆積物 (Ssf a)

オレンジ降下軽石堆積物 3 (Op-3)

上札内降下軽石堆積物 (Kpfa)

拓北チョコ帯

赤褐色ローム

古赤色土

白粘土

*これらの堆積物と各地形面との関係を第 1 図に示した。

第 1 図 降下火砕堆積物および古土壌と地形面の関係を示す模式断面図

1:ソフトローム 2:恵庭 a 降下軽石およびボール状ローム

3:支努降下軽石1， 2 および褐色ローム

4:降下軽石 Kpfa ， Op1-----3 , Hpfa，スコリア Ssfa および

褐色ローム、拓北チョコ帯

5:赤褐色ローム 6:古赤色土 7:白粘土

8:ーーーーー各地形面

*以ド、降下火砕堆積物については、記号を用いることにする。
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II.2 ・ 1 日高山脈東麓に発達する古期扇状地および中位段丘群

本図幅地域の日高山脈東麓に発達する古期扇状地は、高位より光地園面・幕別扇状

地面、さらにその侵食面である上更別面 I に、また歴舟川・中ノ川流域に発達する中

位段丘群は、高位より朝日面・拓北面に、それぞれ区分される。

光地園面

この面は、図幅地域内に発達する最高位の堆積面で、根本ほか(1933) の紋!JUli.陵

にほぼ相当する。模式的には、この図幅地域の南に隣接する上豊似図幅地域の、大樹

町市街地西方約 10kmの|日光地園部落をのせる平坦面をいう(秋葉ほか、 1975)。

この模式地でほ、最高の標高は 450 mで、北東方向にゆるく傾斜しながら末端では

300m前後の標高を示す。 ここでの光地園面は、必ずしも一連の平坦面ではなく、標

高 400 m前後を境として上下 2 段に区分できそうである。しかし、この図幅でほ上下

面を分離せずーっの面として取扱った。この地形面は標高が高く、面をきざむ谷が深

く入りこんでし、る割には、平滑である。なお図幅地域内でほ、ヌビナイ川下流右岸の

山麓部にみられる標高 300 m前後の平坦面が模式地からの延長部にあたっている。こ

のほか、幸栄地区の標高 300 m以上の稜線上に分布する面、図幅の北西部に分布する

東戸蔦扇状地の扇頂部にあたる平坦面や、岩内川右岸ぞいに小規模に分布する面、元

更別地区に分布する標 I長 380 mから 300 ml こし、たる平坦面、さらに幕別扇状地の北縁

にそって断続的に分布する面などが、いずれも光地園面に対比される。このように、

光地園面は旧光地園部落をのせる模式地を南限とし、それより北ないし北西方向にむ

けて広がっている。

光地園面の堆積物は、地質の項で詳しく述べるが、扇状地相を示す膨大な厚さのク

サリ喋(光地園喋層)から構成され、その上には淡黄灰白色粘土層(白粘土層)をと

もなうことが多い。この白粘土層は、光地園喋層のクサリ礁の特徴とともに、光地園

面を識別する鍵層になっている。

幕別扇状地面

更別村市街地の南丙約 10 km の無願の坂を扇 j頁として、東北東に延びる扇状地を、

本著しく風化(一種の深層風化)され、スコップでざくざく切れるような状態になっ

た礎を、“くされ礎"、“クサリ礎"などと呼んでいる(十勝団体研究会、 1968) 。
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幕別扇状地面と呼ぶ(十勝団体研究会、 1968)。

この面は根本ほか(1933) の幕別開析扇状地、橋本(19日〉の幕別面に相当する。

この幕別扇状地面は、扇端部の更別村束十八号線(J近では隙向が 180 ill前後にまで

低下し、面の傾斜はかなり急である。地表面は開析が進み、起伏の大きい波状地形を呈

する。幕別扇状地面の北側には、低位の上札内 JIb 面が直線状に接する。扇頂付近で

の両面の比高は 30 ill前後であるが、 扇端部の更別村市街地付近では、その境1工不明

瞭どをなる。一方、幕別扇状地面の南側には上更別面 I が接しているが、この両者の比
むがん

高は、無願の坂付近で 15 ill と明瞭であるものの、扇端部にむけて比高が小手くなり、

両地形面の区別は判然としなくなる。このほか、日，Id)山脈山麓部のヌピナイ川下流右

岸の丘陵地の先端部や能美内・幸栄地区には、光地園面を切って発達する標高 320 ill

から 280 ill 前後の小規模な平坦面が分布しているが、これらの面ぽ、幕別扇状地面に

対比される河岸段正面と考えられる。同じような関係が岩内川下流右岸ぞいでも観察

される。

幕別扇状地面を構成する際層(幕別扇状地喋層)は、一部にクサリ礁を含む乱雑な

扇状地相を示す喋層である。喋!日の上位には、古赤色土が累重しており、これが幕別

扇状地面を識別する有効な鍵層となっている。

模式地における幕別扇状地面は、光地園 1喋層を侵食した札内川と、当時北流して十

勝川に注いでいた古歴舟川の合流扇状地堆積物によって埋められた堆積面で、その

後、北側を札内川に、南側を歴舟川に侵食されて残存した地形面と推定される。

上更別面 I

幕別扇状地面の南縁にそって、無 i頭の坂から東方に上更別駅附近まで延びる平坦面

を上更別面 I と称し(十勝団体研究会、 1968) 、根本ほか(1 933) の中川扇伏地、 お

よび今井(1 964) の上帯広扇状地の一部にあたる。この面の地表は、日和円近に分布

する古砂丘地形を除くと、幕別扇状地面と比べて起伏も小さく平滑で、傾斜もゆるや

かである。

むがん

上更別面 I は、つねに幕別扇状地面に隣接しながら分布し、無願の坂付近では幕別

扇状地面の侵食面であり、 上更別駅付近で薄い磯田を堆積しているにすぎな L 、。一

方、歴舟川流域の昭徳地区・能美|付地区にも、幕別扇状地相当面を切る小規模な平坦

面が分布するが、この面は、上更別面 nこ対比される河岸段丘面と考えられる。
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朝日面

忠類村の日和地区に、起伏にとむ標l勾 170 mの平坦面がわずかに分布しているが、

この平坦面を朝日面と呼ぶ(十勝団体研究会、 1968)。朝日面は上更別面 I を切り、

その比高は 20 m以上もあって両面の境界は判然としている。この面を、東に隣接する

忠類図幅地域に追跡すると、忠類村の朝日地区をのせ、 三らに当縁川左岸の標向 110

mから 70 mに低下する帯状の河岸段正面に連続してしべ。 このことは、南部十勝地

域が十勝盈地から分離し、これまで北流していた古歴舟川が、当時、下刻作用を激し

くおこなっていた当縁川の争奪によって、東方の太平洋岸にむけて流路を一変したこ

とを推定させるO

朝日面の段丘喋層の上には、固くしまった赤褐色ローム層が分布しており、朝日面

はこの赤褐色ローム層をのせるもっとも新しい面である。

拓北面
むがん

この面辻、さきに述べた上更別面 I および朝日面の南縁ぞいに、無願の坂付近から

東方に延び大樹町の拓北部落をのせる平坦面であり、根本ほか(1933) の第一河岸段

庄の一部にあたる。

拓北面から上更別面 I や朝日面への比両は、 10m~30m もあり、その境界は歴然と
むがん

している。無願の坂付近て、の標尚は約 240 mで、東方にむけてゆるやかに傾斜し、忠

類村西当付近で 140 mの標i誌を示す。地表面は大きく波うっており起伏にとむ。その

ほか、中ノ川左岸の相川地区にも、朝日面を切って拓北面がわずかに分布する。拓北

面を忠類図幅地域に追跡すると、朝日面と接しながら当縁川左岸の標高 60 m~ 90m

の河岸段丘面iこ連続する。したがって、拓北面も朝日面と同様に、古歴舟川が当縁川

に流下していた頃に形成された河岸段正面と推定 Jれる。

拓北面を構成する段丘喋層の上には、拓北チョコ借と呼ばれるチョコレート色をし

た塩没土壌(十勝団体研究会、 1978) や、 Kpfa ・ Op-3 ・ Ssfa ・ O~-2 ・ Opー1 ・ Hpfa

などを挟む褐色ローム層をのせており、拓北面は拓北チョコ帯やこれらの降下火砕堆

積物をのせるもっとも新ーしい地形面である。

IT• 2 ・ 2 幕別扇状地南側に発達するすrJ日扇状地および低位段丘群

拓北面より低位の地形面は、幕別扇状地を境iこして 2 分ぷれ、その l有側に発達す

る地形面 1/主、 高位より忠実両面・尾田面・石坂面と呼ばれている (十勝団体研究会、
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1968)。このうち、忠類面は新期扇状地の堆積面であり、尾田面・石坂面は、歴舟川

・中ノ川・ヌビナイ川流域に発達する低位段丘群である。

忠類面

忠類面は、尾田部落の東方約 2kmの豊里地区より東ないし南東方向に分布する平

坦面で、忠類図幅地域の忠類村市街地をのせる面に連続する。豊里地区での忠類面の

標高は 140 mほどで、 上位の拓北面とは 10 mの比高があり、 その境界は判然として

いる。忠類面は古砂丘の波状地形を除けば、開析があまり進んでおらず、起伏の小さ

い平坦面である。そのほか、昭徳地区・相川地区にも小規模な分布が認められる。

広域的にみると、忠類面の分布はかなり広範閤にわたる。すなわち、日高山脈の山

麓部から東ないし南東方向に分布し、その延長は太平洋岸に達している。このような

面の広がりや、その堆積物(忠類喋層)の検討から、忠類面は、扇状地の堆積面と考

えられる(松井ほか、 1973) 。

この図幅地域の忠類面には、 Spfa 1 や Spfa 2 しか累重せず、 Spfa 2 より下位

の Op-3 ・ Ssfa ・ 0p-2 ・ Op-1 ・ Hpfa などの降下火砕堆積物をのせていない。 しか

し、大樹図幅地域の太平洋岸に分布する忠類面や、大樹町相保島付近に分布する忠類

面相当面の相保島面(十勝団体研究会、 1968) にほ、 Op-3 ・ Ssfa ・ Op-1 などがの

っている。したがって、忠類面をさらに細分することも可能であるが、ここでは一括

して忠類面に含めてある。

尾田面

歴舟川とポンヤオロマップ川の合流点より歴舟川の左岸ぞいに上位の拓北面・忠類

面の南側に接し、大植 j町尾田部落をのせて南東方向に延びる面を尾田面と呼ぶ(十勝

団体研究会、 1968) 。尾田面 l土、起伏のほとんどない傾斜のゆるい平坦面で、拓北面

との比高は 20 m、忠類両とは 7m"-'8m の比高で長する。 この面は、歴舟川の河食

によって形成された河岸段丘面で、ある。そのほか、中ノ川やヌビナイ川流域にも断続

的に分布している。

尾田面を構成する段丘喋層のとには、ボール状のわれ方を特ノ散とするボール状ロー

ムが発達している。なお、尾田面の形成時代からすれば分布が期待される En-a が

欠除している。これは、 En-a の分布地域が中央部十勝に限られ、南部十勝はその分
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布範囲外のためである。

石坂面

歴舟川流域に、尾日I面より 1 段低位の河岸段丘面が断続的に分布する。この面を石

坂面と呼び、模式的には、大樹図幅地域の歴舟川下流域右岸の下歴舟地区をのせる面

をいう。このほか、中ノ )11やヌビナイ川流域にもわずかに分布し、現河川にそう河岸

段丘面を形成している。歴舟川の上流部では、尾田面との比高は大きいが、下流部に

むけてその境界は判然としなくなる。

石坂面i士、ソフトロームをのせるもっとも新しい地形面であることから、更新世最

末期の地形面と考えられる。

IT• 2 ・ 3 幕別扇伏地北側に発達する開析扇状地および低位段丘群

幕別扇状地の北側に発達する地形面は、高位より上札内 I 面・上札内 ITa面・上札

内 ITb面と呼ばれている(十勝団体研究会、 1978)。このうち、上札内 JIb面は上札内

市街地付近を扇頂として、北東方向に広がる粛状地状の地形面であり、また、岩内川

流域には 3 段の低位段丘群の発達が認められ、これらは上札内 I 面・上札内 ITa面・

上札内 ITb 面に相当する。

上札内 I 面

岩内川右岸の岩内地区に、幕別扇状地相当面をけずる小規模な河岸段丘面が発達し

ている。これを上札内 I 面と呼ぶ。本図幅地域では、ここで観察されるにすぎない

が、大正・帯広両図幅地域でほ、美生川 札内川間や札内川一途別川聞に広く発達し

ており、その地表の形態は扇状地状を示している。しかし、その堆積物を検討する

と、札内川一途別川聞に発達する扇状地喋層(上札内 I 融持層)であり、上札内 I 面は

その堆積面であることを示している。しかし、美生川一札内川聞の上札内 I 面には上

札内 11深層が認められず、光地園楽層を削京II した侵食面であることを示している(十

勝団体研究会ー、 1978; 小原ほか、 1979)。

上札内 I 面は、 Spfa 1 をのせるもっとも新しい面であることから、南部十勝の忠

類面に対比される。

上札内 IIa 面
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岩内川流域にそって、上札内 I 面より 1 段低位の河岸段正面が断続酌に分布する。

この面を上札内lI a面と呼ぶ。

本面は、 En-a やボール状ロームをのせるもっとも新しい面であることから、南部

十勝の尾田面に対比される。

上札内 fib 面

上札内市街地付近を扇頂として、北東方向に広がる平坦な扇状地状の地形面を、上

札肉lI b 面と呼ぶ。そのほか、岩内川流域に上札内lI a 面を切る河岸段丘面がわずか

に分布しているが、この面も上札内lI b 面に相当する面である。

上記の扇状地状を示す上札内lIb面は、扇頂部付近で 270 m前後の標高を示し、北

東方向に規則的な同心円状の等白線を示しながらゆるく傾斜し、扇端部に近\'\}jjミ十八

号付近では 170 m まで低下する。起伏はほとんどなく平滑で、面上にはサラベツ川・

サッチャルベツ川などの小河川が発達し、北東方向に流下する。高位面の幕別扇状地

面とは、 ほぼ直線状に接し、 扇頂部で、の比八王は 30m以上もあるが扇端部ではその境

界は不明瞭となるO

このように上札内lI b 面は、地表の形態としては扇状地状であるが、その陳層は、

古い陳層である上札内 II深層や光地園疎!日をおおって、厚いところでも 4~5mにす

ぎず、扇状地堆積物とは考えられない。したがって、上札内 lib 面は、基本的には扇

状地の堆積面ではなく、その原型はおそらく古期扇状地!深層の光地園諜層によって形

成され、その後、上札内 I 面形成期を経て上札内lI b 面形成期に、侵食と若干の堆積

をおこないながら平坦化した開析扇状地と推定される。

上札内lI b 面は、 En-a をのせず、礁層の上に暗褐色砂質のソフトロームと腐植層

を直接累重していることから、南部十勝の石坂面に対比できる。

II.2 ・ 4 古砂丘地形

尾田部落から北東方向に伸びて、上更別駅付近に通ずる上更別面 I 上の道路ぞい

や、忠類面上の大和地区付近に小1M模な古砂丘が分布している。上更別面 I では 7 ケ

所、大和付近では 22 ケ所確認され、 いずれも Spfa 1 の二次堆積物からなる(木村

ほか、 1972)。平面的な形態は、細長く伸びた帯状ないし紡錘形を示し、平坦面から

の比高は 3~4m、長径の長さは 50~200 mで、長軸の方向はかならずしも一定して

L 、ない。
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JI o 2 ・ 5 沖積段丘

大樹面

壁舟川・中ノ川・ヌビナイ川下流域には石坂面を切る、さらに低位の河岸段丘面が

断続的に発達している。この面を大樹面と呼び、模式的には大樹図幅地域の歴舟川右

岸の大樹町市街地をのせる面である(松井ほか、 1974)。現河床との比高は、数m足

らずの低い面で、現河川の流域に小規模に発達するにすぎない。

中札内面

札内川や岩内川流域にも、上札内 JIb 面を切る河岸段正面が分布するが、これを中

札内面と呼び、南部十勝の大樹面に対比される。

大樹面・中札内面は、いずれも薄い諜層の上に直接腐植層をのせている O

JI0 2 ・ 6 現河床はん樟原

歴舟川下流および札内川の流域は、川幅も広く河床はん濫原の発達が顕著である

が、その他の河川の流域では、下刻作用が盛んでJII幅も狭心はん濫原の発達が悪

い。なお、歴舟川流域で、大樹面より低位の河岸段丘面が 1"-'2 段観察されるところ

もあるが、ここで、は河床はん濫原に一括して含めた。

E 地質概説

この図幅地域西半部の山地地帯は、日高累層群で構成され、南東部の丘陵地帯には、

新第三系と、それをおおって第四系がそれぞれ分布している。また、中央部から北東

部にかけての広大な地域には第四系が発達している。

日高累層群は、日高山脈の中軸に発達する日高変成帯の東西両側に分布している

が、この図幅地域の日高累層群は、変成帯の東側を構成しているものの一部である。

日高変成帯の東側に分布する日高累層群は、 かつて根本ほか (1933) によって、

“日高古生層"と“広尾中生層"に分けられ、 その後、長谷川ほか(1 96 1)は、中軸

帯の先エゾ層群を日高累層群として一括することを提唱した。その中で前記、日高古

生層を中の川層群に、広尾中生層を神威層群に、それぞれ対比した。中の川層群は、

下部の札内川層と、上部のヤオロマップ川層に分けられている(酒旬、 1963; 秋葉ほ

か、 1975) 。この図幅地域には上部のヤオロマップ川層しか分布していなし、。
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第 2表地質総括表

時 代 地 層 名 模式柱状 亨日し 石山 ι1糸円/j そ グ〉 他

現 氾らん原堆積物 0。 .0白・。0。ー~. ~・ :~; AI~祭・ 5少
。 00 。

世 大樹面・中札内面堆積物 o。。。o。。0oo。0。。。@。。。。ooA Ta 喋

石坂面・上札内 IIb面堆積物 。。。。。。。。。。。。。 Is 喋・ソフトローム

尾田面・上札内 IIa面堆積物 .、F、o、，、、"、 o、，、"、、〆、"、"、、，、、"、//、"、 Od 磯・ボール状ローム·En-a

第
後

忠類凹・上札内I 凹堆積物 H、一、、，、." ..‘\.....司ー除 F 。、、-、 H、-夕U 、4、9 Chp 褐色ローム・ Spfal ， 2

新Sp期fa財1古状砂地丘のの形万域成1トF宇U都高の山上脈昇
更 期

V
e色。。…、品。。。。。。。、…、。旬。。。、。""。心r。、r。、\:

pしnnhl蹴嘩 粘土 i跡伽h匂hh一 'U44hihu
ピラオトリ 。ホグ話交

四
拓北面堆積物 一eー.・ー.一e・一。.一ーo ・.・ 9_'。・ Th 磯・拓北チョコ帯

新
朝日面堆積物 言。ー。ー。lj一。ー・一。一。一。一。。ー。一。ー As 喋・赤褐色ローム

紀
上更別面 I 堆積物 。。ー。。。ー。0 ，。一"，0。一D°。ーOKa 喋・赤褐色ローム 南部十勝の分離

世 中幕別扇状地面堆積物 柄、，...".. ..".-・. ~

Mal 古赤色土晩、、戸，、、肉伊、肉、戸、向棚、《田日

。。。。 0 0 0 。

幕別扇状地喋層
。 00 。

Ma 喋。 o 0 0 0

期
。a 0 0 0 0

光地園面堆積物 op 白粘土

光地園喋層工む'~;;~~:"'!:IKo 喋・粘土・シルト・砂 古期扇状地の形
。. "。・。" .。 部の上昇

世鮮新 十勝累 層群 長流枝内層 0。・e・o一 .00.0• --00ー・ 。・・・~O: ~: Os 礎・砂・粘土
~ 0 ,•.00

大 大樹層 Tal!圭藻質シルト岩
Portlandiahayasakai

新 主 Lucinoma acutiIineata

出'
樹

屯田 -0.eE。0ー・0・ ・月目・。00.・.6-。.。00ー0ーe白- ・ター:0・..ーiDe ・~~ ーy・
第 層 豊似川層 Tn 喋岩・砂岩 要

群
尾田村層 硬質頁岩・砂岩・ i疑灰岩 化 Turr山lIa saishuensis

新

5ヌピナイ層三三三 Np
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ペルプネ層 Pr磯岩・砂岩・炭質シルト岩 MytiIusthicanovitchi

歴舟緑色凝灰岩層黙認 Pk 緑色凝玄灰武岩 岩質岩石
火成活動

く (玄武岩間石)
はぷ;ム~汚，...，

口高変成 'rfi の衝上運動

先 日 ヤ 上開店 A
Y

3 板状砂岩・粘板岩

高
オ

白
ロ

灰暑1電2工1色層岩帖・・チ板塩ャ岩基性ート桂組・灰 石化
累

勺ア

中部層 Yz
、ソ

亜 層 フ
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砂岩・板状砂岩・

喋岩・ガラス質凝

。日、・・~. ~~.'0 ・.. 灰岩
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ヤオ旬マップ川層は主に砂岩・粘板岩・級化互層などで構成され、中に喋岩・ガラス

質凝灰岩および塩基性凝灰岩などの薄層を介在している。

新第三系は大別して、下位から歴舟緑色凝灰岩層・ヌピナイ層群・大樹層群および

長流枝内層で構成されている。

歴舟緑色凝灰岩層は、下底に火成岩をともなうグリーン・タフで特徴づけられる。
ひかた

ヌピナイ層群は、 下位から疎岩・砂岩よりなるペルプネ層、 砂岩を主とする日方川

層、砂質、ンルト岩で特徴づけられるヌピナイ層の 3 層に分けられる。また、大樹層群

は、下位より主として硬質頁岩よりなる尾田村層、疎岩・砂岩の卓越する豊似川層、

およもび、ンルト岩よりなる大樹層の 3 層に分けられる。さらに、台地地域の第四系の下

位には、十勝累層群(十勝団体研究会、 1978) の上部層である長流枝内層が試錐によ

って確かめられている。長流枝内層は鮮新世に属すると考えられている地層で、粘土

や砂礁で構成され、大樹層の上に直接累重しているようである。

第四系には、各種地形面を構!実する砂疎層とビラオトリ層がある。これらのうち、

厚い堆積物は光地園疎層・幕別扇状地牒層・忠類疎層および上札内 I 礁層など扇状

地を形成した喋層で、ある。ビラオトリ層は、かつて下部更新統と考えられていた地層

(橋本ほか、 1960) であるが、その後の調査研究で、上部更新統とされている(松井

ほか、 1973)。この地層は様・砂・シルト・泥炭などで構成されているO

このほか、平坦地形の地表部には、各種の火砕堆積物や古土壌が分布し、地形面対

比の有効な鍵層となっている。

この図幅地域に分布する地質系統は第 2 表に総括した。

N 堆積岩類

N'1 日高累層群

Nｷ 1 ・ 1 ヤオロマップ川層

酒匂ほか(1 963) ヤオロマッフ。川層

秋葉ほか(1 975) ヤオロマップ川層

紺谷(1 978) ヤオロマップ川層(再定義〉

ヤオロマップ川層は岩相により、上・中・下の 3 部層に分けられる。
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第 2図下部層 (Y，)中の間粒板状砂岩

下部層 (Y，)

この部層は、歴舟川中流域を模式地とし、ポンヤオロマップ川、岩内川流域に広い

分布を示す。そのほか中ノ川・ヌビナイ川流域にも小範囲に分布する。

下部層は、この図幅地域の最下位の地層で、岩相は淡灰色~灰緑色の粗~中粒砂岩

を主体とし、数枚のガラス質凝灰岩・礁岩などを挟在する。この部層の下部には厚さ

100-----200mの塊状砂岩が発達しており、聞に層厚 10-----20 m程度の級化互層部を介在

する。上部には、中~粗粒の板状砂岩が発達している。この板状砂岩の単層の厚さは、

20em-----1mで、ある。 このなかで 40-----50 emの層厚の砂岩が最も頻繁に認められる。

板状砂岩は、単層としては一般に塊状を呈するが、なかには明瞭な級化構造を呈する

ものも認められる。この級化構造は本部層の上部に向かつて増加する。

砂岩中に介在するガラス質凝灰岩は、層厚 50 em-----10mで、歴舟 )11"-' 中ノ川流域

に分布している。この凝灰岩は露頭で明色を呈しているので、一般に暗色である砂岩

中で容易に識別できる。したがって、この地域の地層対比に有効な健層となってい

る。鏡下では、典型的なビトロクラスティック組織を示し、若干の石英や長石片のほ

かに、微量の黒雲母片を含んでいる。また、ガラスは一部脱ハリ化している O
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歴舟川中流域の組粒砂岩中に、層厚約 3mの疎岩層が認められる。礁の形態ほ円~

亜門で最大径約 15cmで、あり、隊種は大部分が安山岩・砂岩・粘板岩およびチャート

で占められている。そのほかに閃緑岩・マイクロクリン花尚岩・功岩・輝緑岩・流紋

岩・溶結凝灰岩などが若干含まれている。

この図幅地域 Iこは、この部理の下位居が分布していないので、同厚;二確かめられな

いが、周辺地域のヤオロマッフ。Ji I 層の分布を考事すヤと、 2 ， 000 ~ 2,700 m!こ達する

と推定される。

第 3 図 下部層 (Y 1 ) 中の塊状砂岩、石灰質コンクリーションを含む

中部層 (Y2)

中部層は、中ノ川流域に模式的に分布するほか、札内!I I ・歴舟川流域にも帯状の分

布を示している。

岩相は、主に黒色粘板岩と、 2~5cm の単位で成層する徴細粒砂~シルトの級化

互層からなり、下部にチャート・石灰岩・塩基性凝灰岩などの薄層を挟在する。

黒色粘板岩は、風化に対して比較的弱く、凪化が進むと、色甲状の割れ目を生じ、

数mmの小破片に砕ける。また色調も茶褐色や黄褐色に変り、しばしば白亜系の頁岩
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に似た岩相を呈するようになる。かつて、根本ほか(1933) が白亜紀層とみなし“広

尾中生層"と呼んだ地層の特徴は、 ~jl部層にみられる特徴iこ近似している。

第 4 図 l ド部百 (Yz ) 中の石灰質コンクリーション

この部層の下部に挟在するチャート・石灰岩・塩基性凝叉岩の薄!習は、 3 者の複合

挟在岩層とでも言うべきもので、南の広尾図III高地域勺ポーズ山や十勝港立岩などに見

られる同岩相の北方延長に相当する。しかし層厚は広尾地域に比較にならない程、貧

イヒしている。

層厚は、 700 ~ 1,000 mで、ある O

下位の下部層とは整合漸移し、粘板岩が卓越するところから中部層とする。

上部層 (Y3)

上部層は、南札内の札|有川北岸林道切割りに模式的に分布し、そのほか、歴舟川中

流域から札内川流域、さらに図幅南西隅地域などに分布する。

岩相は、中~粗粒の板状砂岩で特徴づけられる。砂岩は、灰緑色を呈し、全体的に

やや凝灰質で、下位の砂岩に比べると、やや粗しようである。板状砂岩の単層の厚さ

は、一般に 50cm~ 1mで、あり、聞に粘板岩の薄層を挟在してし、る O また、層厚 10~
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20mの粘板岩を頻繁に介在する。この粘板岩は、中部屑の粘板岩と同じく)孔化によっ

て細かく砕け、白亜紀回の頁岩iニ良く似に岩相を示す。

)吾厚は、上限不明のため明らかて\'工 L 、が、1， 300 m以上と推定される。

下位同との関係J土、整合漸診であり、砂岩が年越するところから上部層とする。

N • 1 ・ 2 ヤオロマップ)11 用の砂岩祖成の特徴

ヤオロマップ川居の砂岩のほとんどは、岩片の多い石質ワッケ(lithic wacke) で

ある。含まれている岩片の大部分i土、火山岩や砂質~泥質砕屑岩の岩片である。この

ほかにチャート、少量の酸性深成岩および準片岩などの岩片も認められる。

火山岩片の石基の組織には、クリプトクリスタリン組織・フェルシック組織・ハイ

アロピリティック組依・トラキティック組織・ピロタキシティック組織など酸性~中

性岩にみられるものが多く、インターサータル組織・インターグラニュラー組織を示

す塩基性岩片口稀である。重鉱物iこは微量の角閃石・果、雲母・普通輝石のほか稀にザ

クロ石・電気石・ジルコン・燐灰石などが認められる。

N' 1 ・ 3 札内川上流図幅地域の日高累層群との対比

西に隣接する札内川上流図幅地域に分布する日高果層群は、下位の札内川層と上位

のヤオロマップ川層に分けられている(酒匂、 1963) 。 さらに各層は、それぞれ 3 つ

の部層に細分されている。その後、上豊似図幅地域において、前記の札内川上流図幅

の層宇とは別個に、日高累層群の層序が設定された(秋葉ほか、 1975) 。 さらに、紺

谷(1 978) は、上豊似図幅地域の層序を基に、広域的な調査を行い中の川層群を再定

義している。以上のような経過でまとめられた上札内図幅法、札内川上流図幅の層序

と大幅なくい違いを見せている。

札内川上流図幅地域の日， ":j 累層群の層序は、基本的には岩内川流域で設定され、以

下札内JfI、歴舟川流域に追跡されている。岩内川流域では、上流域に粘板岩の卓越す

る層準があり、これらが構造的に下位を占めることから、この層準を札内川層として

L 、る。そして、その上位の砂岩が卓越するところからヤオロマップ川層としている。

この区分は、基本的には紺谷(1 978) に受け継がれている。しかし、札内川上流図幅

作成当時辻、周辺地域の資料が之しく、図幅全域の構造把握が難しい情況にあった。

そのような情況下で‘行われた岩相による各部周の分帯には、若干、無理があったと言

えよう。

ヤオロマップ川層の部層分帯で、上札内図幅と札内川上流図幅との大きな相異点
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は、次のようである。すなわち、札内川上流図幅で(Ym3) とされているヤオロマヅ

プ川層上部層は、上札内図幅の調査ならびに紺谷の研究によって、上札内図幅の中部

層 (Y2) に相当することが明らかになった。分布の精度の点を除くと、大局的には次

のように対比ミれよう。

ぃ 'J!II上流国師 上;しi i国i

~::~二;
Yml~ モラ Yl

N·2 新第三系

この図幅地域は、豊頃丘陵地域とともに、南部十勝のなかでは、新第三系層序が最

第 3 表新第三系層序区分の比較表
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*も良く揃っている地域として知られていて、古くから多くの調査・研究報告がある。

これらの諸報告のうち代表的なものについて比較すると第 3 表のようである。

この図幅地域の新第三系は、下位より歴舟緑色凝灰岩層・ヌピナイ層群・大樹層群

.長流枝内層に分けられる。

N'2 ・ 1 歴舟緑色凝灰岩層 (Rk)

宮坂(1 970 MS) 歴舟緑色凝灰岩層

菅野ほか(1 972) 緑色凝灰岩

宮坂ほか(1 978) 歴舟緑色凝灰岩層(再定義)

この地層は、宮坂(1 970 MS) によりヌピナイ層群の最下位層として同層群に含め

て取扱われ、菅野ほか(1 972) も広尾層群の最下位層としている。その後、豊頃地域

の当縁層群に対比できることから、ヌピナイ層群から分離し、大樹地域の新第三系の

最下位の地層として再定義された(宮坂ほか、 1978'a) 。

この地層は、歴舟川相川橋上流1. 3km の河岸の崖に模式的に分布するほか、中ノ

川流域にも分布している。しかし、いずれも限られた小範囲にしか露出していなし、。

岩相は、下部の玄武岩質岩石の溶岩と、その上に累重する緑色凝灰角瑛岩からな

る。玄武岩質岩石は、あとで Dべるように、溶岩のほかに脈岩・ハイアロクラスタイ

トなどの産状を示し、変質している。

この地層は、分布が限られていることや、脈岩の貫入によるかく乱などで、詳細な

岩相層序や層厚は不明である。

Nｷ2 ・ 2 ヌピナイ層群

根本ほか(1 933) 広尾層群の大部分

鬼塚(1 962) 広尾層群

宮坂(1 970 ・ MS) ヌピナイ層群

宮坂ほか(1 978) ヌピナイ層群(再定義〉

ひかた

この地域の新第三系の下半部をなす層群で、下位からベルフ。ネ層、日方川層・ヌピ

ナイ層の 3 層に分けられ、北海遊中央部の滝ノ上層~川端周に対比される。

ヰ岡村(1 911) 、根本ほか(1 933) 、橋本(1 955) 、 鬼塚 (1962) 、 宮坂(1 970 MS) 、

菅野ほか(1 972) 、松井ほか(1 974 )、宮坂ほか (1978 ・ a) 。
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ベルブネ層 (Pr)

ひかた

根本ほか(1933) 日方川間の一部

宮坂ほか(1978 ・ a) ベルプネ府

ひかた

この地回は、根本ほか(1933) の“日方川!国主部"の一部に相当し、中ノ川中流域

ι慎式的に認められるほか、歴舟川下流域にも分布している。

模式l也での岩相は、基氏陳岩・砂岩陳岩互)国・粗粒砂岩などで構成されている。基

底疎岩には、玄武岩質行石の礁が多量に含まれ、そのほか、硬質砂岩や功岩などの様

も認められる。捺径は、 一般に長径数em以下の扇平礁が多く、稀に径 1mに及ぶ巨

礁が認められる。これらの礁は、借緑暗灰色の疑灰質砂岩で謬結されている。

砂岩礁岩互回け、淡縁色石灰質粗粒砂岩と細諜岩で構成され、相粒砂岩部から次の

ような二枚只・ウニの化石を多産する。

よ了αcomα optivα(YOKOYAMA)

Peronidiαsp.

Mytiluscf. tic ωlO vitchi (MAKIYAMA)

Echinarachniussp.

最上部の制粒砂告は、塊状です炎事 J~~)J' く白色を呈する o rllJ)11 流域の本間の屑厚は

18m 土であろ。

歴舟川流域 Iこ分布するベルプネ)出土、炭質頁岩と粗粒砂岩で構成されている。炭質

頁岩は、炭質物に富む砂賀、ンルト岩を主とし、中に薄い石炭層と凝灰角喋岩を挟在し

ている。粗粒砂岩は、 淡緑色を呈し、 チャートの細礁を含む。 この層準から My α

cunei/ormis を多産する。

層厚は 10 m程である。

下位の!並舟緑色凝灰岩国との関係は、中ノ川流域では、玄武岩質岩石と基底喋岩が

接しており、不整合関係にあるが、!埜舟川流域でほ、緑色凝灰角諜岩と炭質頁岩が直

接接し、 不整合関係はみられない。 このように両層の関係には、 まだ不明な点が多

L 、。

o IJた

日方川層 (Hk)

ひカナご

根本ほカミ(1 933) fl)J 川 !?1

ひかた

鬼塚(1 962) Ll方) 111',';\
ひかた

宮坂ほか (1978 ・ a) 日方川出(再定義)
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牢**

この地層は、能美内北方の歴舟川流域に模式的に分布するほか、滝ノ沢・中の沢各

下流域、能美内から相川にかけての地域の第四系の基盤として広く分布している。岩

相j士、主に暗灰色細粒~微細粒砂岩で構成されている。模式i也でほ下位から、最下部

砂岩 (5 m)、細粒砂岩(lOOm)、微細粒砂岩(l70m )、凝灰岩の法層などからなっ

ている。全般的にみて、砂岩は上位に向かつて粒度を減ずる。

日方川層の砂岩は、全般的に炭質物に富むため、黒灰色~暗灰色を呈し、下位のベ

ノレフoネ層の砂岩と区別される。

最下部砂岩は、少量の細藻を含む細粒砂岩で、様種はチャート・砂岩・粘板岩など

である。細粒砂岩には含化石砂質団球を頻繁に介在している。この層準からは貝化石

を多産する。上部の微細粒砂岩は均質塊状で、一般に貝化石に乏しいが、最上部には

Chonchocele の寓集する大きな石灰質団球が含まれている。なお、中ノ川流域では

この層準に板状層理の発達する硬質シルト岩が認められる。

ひかた

日方川層から次のような貝化石を産出する。

Saccelacf. nαgα oi (TAKEDA)

YoldianotabilisYOKOYAMA

Venericardiacf. hidakaensis(UOZUMI)

V. sp.nov. afftokunagaiYOKOYAMA

Turritell αcf. s-hataiiNOMURA

Neρtunea modestus(KURODA)

Tectonatic αjα nthostom α(DESHAYES)

Acil α divaricat α(HINDS)

Li mo ρsis sp.

NemocardiumyokoyamaiTAKEDA

Felaniellasp.

fa ρelion tokunagai(KANEHARA)

Lucinomaacutlineat αCONRAD

Macom αcf. tokyoensis(MAKIYAMA)

下位)目との渇係は、 rf' /)'1 ・歴舟川中流域の背斜部で立、ベルプネ層と整合漸移で

ネ l 能美内西方の歴舟川支流。
*ネ I
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ある。淡緑色を呈するベルフ6ネ層の砂部、;暗灰色~黒灰色に変るところから、時JII
ひかた

層とする。能美肉西方では、日方川層は日高累層群と断層で接しているが、局部的に
ひかた

日方川層が不整合で日高累層群をおおっている露頭が観察される。このような点から
ひかた

みると、日方川層は下位層に対して海進被覆の関係を示す可能性が強し、。

ヌピナイ層 (Np)

根本ほか(1933) 中ノ川層およびヌピナイ川層の一部

宮坂ほか(1978 ・ a) ヌピヌイ層

歴舟川の尾田橋付近に模式的に分布し、さらに中ノ川・ヌビナイ川の合流点から各

流域約 4km上流域にまで、広がっている。そのほか、能美内西方から中ノ川流域にか

けての第四系の基盤として分布している。

岩相は、砂質シルト岩およびシルト岩を主とし、下部でほ層理が明瞭であるが、上

部に向かつて次第に塊状となるO また最上部には、凝灰質、ンルト岩が発達する。

ヌピナイ層から、次のような化石を産出している。

AMAYOKOYα
ganu

L
M

・

0

P

4
'
ι
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Z

ノ

F
ι

命
，
&
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，
，
，
&

岡

山7

n

v

u

&

T

u

d

配

Q
U

円
、U

PortlandiakakimiiUOZUMI

Proj うeamusium cf. tateiwaiKANEHARA

Peri ρloma sp.

Tectonaticasp.

Fulgolariasp.

Anti ρlanus sp.

層厚は、歴舟川流域で1， 400 m と推定される。

ひかた ひかた

下位の日方川層とは整合漸移であり、日方川層最上位の帯緑色凝灰岩の iW 層の上位

からヌピナイ層とした。

N ・ 2 ・ 3 大樹層群

大樹層群は、第 3 去に示したように、根本ほか(1 933) によって、鮮新世の地層と

して命名されたが、宮坂ほか 0978 ・ a) は、大樹層群ーから産出する貝化石群集が、稚

内動物化石群集に類似すること、および豊頃丘陵地域で、滝川一本別動物化石群集を

含む鮮新世前期の糠内層が大樹層をおおっていることから、大樹層群を中新世後期の
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地層として再定義した。

大樹層群は、下位より尾田村層・豊似川層・大樹層に分けられる。

尾田村層 (Om)

根本ほか(1933) 尾田村層

菅野ほか(1972) 尾田村頁岩層

松井ほか(1974) 尾田村層

歴舟川尾田橋上流 200 mの河岸の崖で模式的に観察することができる。分布は模式

地から帯状に南方に伸びている。

岩相は、硬質頁岩・硬質シルト岩を主とし、砂岩や凝灰岩をわずかに挟在する。模

式地では岩相的に、上中下の 3 層に細分される。下部は、緑色砂岩・硬質、ンルト岩・軟

質シルト岩などの板状互層である。一般に下部から上部に向って緑色砂岩が減少し、

硬質、ンルト岩が増加する。この互層部の上限には、黒色を呈する凝灰質中粒砂岩が 3

枚挟在されている。中部は、珪質でアメ色を呈する典型的な硬質頁岩と、層厚 1 em内

外の軟質、ンルト岩のいわゆる硬軟互層である O 上部は、単層の厚さが IOem 内外の青

灰色硬質、ンルト岩・黄灰色中粒砂岩・軟質、ンルト岩などの板状互層からなっている。

この図幅地域南端の尾田村層は、主として層理の明瞭な青灰色シルト岩からなる

*が、上部に軟質の帯緑灰色細粒砂岩およひ\ンル i 岩を挟在する。この層準から次のよ

うな貝化石を産出する。

Acilasp.

Yoldiasp.

Peri ρloma yokoy ωnai (MAKIYAMA)

Venericardiasp.

凡1acoma tokyoensis(MAKIYAMA)

Turritellacf. sα ishuensis YOKOYAMA

Tectonatic αsp.

!曽厚は 120'"'-' 300mで・ある O

下位のヌピナイ層とは整合漸移であり、硬質頁岩の出現をもって尾田村層とする。

本菅野ほか(1 972) は、この含貝化石砂岩を豊似川国基底部とみなしているが、本図

幅では尾田村層に含めた。
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豊似川層 (Tn)

根本ほか(1933) 豊似川層

鬼塚(1962) 豊似陳岩層

菅野ほか(1972) 豊似川疎岩層

松井ほか(1974) 豊似川層

歴舟川下流右岸の支流域(パンケ)11)に模式的に発達する。豊似川層は、日高山脈

の山麓東縁部で最も広い分布を示す地層で、南に隣接する上豊似図幅地域では、広尾

断層で日高累層群と接している。

岩相は、単層内で F位から上位に向かつて、礁岩ー〉砂岩→シルト岩と、細粒化する

級化成層の累層である。この級化成層は、下部でほ細楽岩から硬質あるいは軟質シル

事

ト岩で終る級化成層が一般的である。また、同時;楽とみられるシルト岩深を多量に含

み、小規模の乱堆積現象も観察される。

中・上部においては、漂喋とみられる巨礁を含む巨喋岩→砂岩とし、う粗粒の級化成

層が卓越し、稀に級化成田の最上部に炭質物に富むシルト岩を介在することがある O

最上部では急激に粒度を減じ、砂岩ー〉シルト岩の級化成悼となり、大樹層に移化する。

層厚は、歴舟川流域で 150 ill であるが、 F誌に向かつて急激に厚くなり、図i隔地域の

南限では 700 ill、さらに上豊似図幅地域でv土1， 300 ill に達する。このような層厚の変

化は、豊似川層の堆積盆の沈降量の地域的な差によるものと考えられる。

下位の尾田村層との関係は、 かつて不整合と考えられていた(根本ほか、 1933;

鬼塚、 1962) が、豊似川層との境界は基本的には平坦であり、大規模な侵食間隙はな

く、整合で急激な岩相変化と考えられている(宮坂、 1970 MS) 。

大樹層 (Tk)

根本ほか(1 933) 大樹層

鬼塚(1 962) 大樹層

松井ほか(1 974) 大樹層(再定義)

大樹層は、さきにのべたように、中新統の最上位を占める地層である O

大樹層の模式地は、大樹凶 III困地域の大出橋付近であるが、この図幅地域では、歴舟

ヰ根本ほか(1 933) は、この離を下位層の離とみなし、豊似川層基底に不整合を想定

した。
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川下流域に広い分布を示している。

岩相J工、全層を通じて主にシルト岩からなる単調な地層である。最下部には、細楽

岩あるいは粗粒砂岩とシルト岩の厚さ1O~30 emの板状互層が発達する。 この岩相

は、下位の豊似川層との漸移部である。この図幅でほ、豊似川層の級化成層から珪藻

質、ンルト岩の出現するところをもって大樹層とした。下部の岩相は、一般に風化する

と板状に割れる珪藻質、ンルト岩と薄い砂岩からなり、砂岩中には大型の Makiyαma

chitanii が密集している。

中部l工、ところにより浮石粒を含む凝灰質シルト岩からなり、一般に無層理である

が、わずかに凝灰質砂岩の持層や石灰質団球をともなう。

上部も珪藻質、ンルト岩からなり、次のような貝化石を産出する。貝化石は、ほとん

ど‘が両殻の揃った散在型で、現地性と考えられるものである。

Aciladivaricata(HINDS)

Acilasp.

Yoldiasp.

Portlandiascapha(YOKOYAMA)

P. hayasak αi UOZUMI

Lucinomaacutilinet α(CONRAD)

Macomasp.

nr

p

s

Q
d

a

α
1?

r

的

b

u

o

，
ι
7
3

b
a
'

り
、

仏M

n
M

層厚は歴舟川流域で 600m と推定される。

下位層とは整合漸移である。

N ・ 2 ・ 4 長流枝内層 (Os)

中央部十勝には、鮮新世から前期更新世にわたる諸地層が発達しており、 これま

**で、その層序・構造などの研究が多くの人たちによって行われてきた。最近、十勝団

体研究会(1 978) は、十勝平野の鮮新~下部更新統を、下部(本別層・駒畠含化石層

・足寄層)、 中部(池田層)、上部(長流枝内層・居辺山層)、最上部(渋山層・中里

*この図幅地域では、第四系のドに伏ι し地表;こ h'店出していな L 、。

料橋本(1955)、鬼塚(1962)、三谷(19臼)、山口(1966 ， 1970)、松井ほか(1970) 、

山口ほか(1973)、岡 0976 ・ a ， b) など。
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層)に分帯し、これらの地層を十勝累層群と総称している。

この図l隔地域では、これらのうち十勝果!出洋上部の長流校内層が、地下に伏在する

ことが確認されている。

長流枝内層が確認された試錐は、大樹町拓北部落付近(地点22) の原市 170 ill の拓

大枯l層およびそその試錐結果によると、北面上て、行われた(北海遊開発局、 1971)。

その上位に厚J約 90 ill の粘土やシルトまじりの郁礁からなの風化層を基盤として、

る長流枝内層が分布している。この砂楽の中・上部からは、貝殻の破片が産出してい

る。長流枝内層の上位には、陪厚 12 ill の粘土まじり砂礁冒が分布するがこの砂礁層は

ロ
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光地園球層と推定される。また、更別村市街地付近(地点50) て・行われた試錐で、も、

Ta-b 樽前 b 降下軽石

En-a 恵庭 G 降下軽石

SpfaI支勿降下軽石 1

Spfa2 支~降下軽石 2

Hpfo 日高降下軽石

Op-I オレンジ降下軽石 1

Op-2 オレンジ降下軽石 2

Ssfo 支妨降下スコ I) ア
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長流枝内層の柱状図と凡例
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地表から 20 m続く玉石まじりの砂藻層の下位に、厚さ 75 mにわたって、火山灰や泥

炭をはさむ砂陳やシルトが分布している。これも長流枝内層と推定される(第 5 図)。

長流枝内層の地質時代ぱ、古地磁気・古気候. K-Ar 年代などの研究により、鮮新

世筏朔と考えられている(十勝団体研究三、 1978\つ

N ・ 3 第四系

この図幅地域の日高山脈山麓部より烹側に広く発達するのは、中~後期更新世の堆

積物である。それら:士、下位より光地園菜層、光地園面堆積物、;事JJIJ扇状地深層、事­

別靖氏j自国堆積均、上更別面 I 堆積物、朝日面堆積物、拓北面畦積物、ビラオトリ

回、忠類 lR層および上札『勺 22k目、忠類百堆積載Jおよび上札内工面堆積物、尾田面堆

1~lぬおよび上干し内 ITa 面堆積物、石反百堆積;羽よび上札|サ JIb 面堆積物などであ

る。

古j明扇天地京国の光地圏三回(よ、この図|隔地域のIR高位の地形面て、ある光地園面を

構嘆し、さらに北方にむ!ナて広が!) ¥1S北西や上札什 lib 面下にもその発達が認めら

れる。幕別扇状地楽層は、無願の坂を扇頂とすと幕別扇状地面を枯成する!深層で、上

更別面 I 下にも広がっている J これらの深層の上には、特徴のある古土壌が発達し、

それぞれ光地園面・幕別扇状地面堆積物と呼ぶ3

新期扇状地礁層である忠類諜層は、幕日IJ扇状地の南側に広く発達し、その延長は太

平洋岸にまで達する。一方、上札内 I 礁周は、事別扇状地北側の札内川一途別川聞の

構造谷を埋めて発達した扇状地深層である。これらの深層の上には、降下火砕堆積物

やローム層からなる忠類面・上札内 I 面の面堆積物が発達する。朝日面・拓北面・尾

田面および上札内 JIa 面、石坂面および上札内 JIb 面の各地形面堆積物は、その大部

分は段丘疎層からなり、さらにその上を降下火砕堆積物・ローム層・古土壌などがお

おっている。

大樹面と中札内面堆積物は、現世における段正堆積物である。また、ビラオトリ層

は、泥炭を主とする湿原性の堆積物で、山麓部の小河川の河崖や川底に分布し、その

時代は後期更新世と考えられている(十勝団体研究会、 1978)。

*面堆積物とは、扇状地際情以外の、その地形面を形成した{~層と、その探層の上に

のる古土壌・ローム層、それにはまさる降下火砕堆積物のうち、次の地形面が形成

されるまでの聞に堆積した堆積物をいう(小坂ほか、 1979) 。

- 28-



N·3 ・ 1 光地園疎層および光地園面堆積物

光地園確層 (Ko)

上豊似図幅地域(秋葉ほか、 1975) の大樹町旧光地園小学校の北東約 2.5kmの谷

壁を模式地とし、クサリ礁からなる厚い珠層は、光地園喋層と呼ばれている(十勝団

体研究会、 1968)。

本図幅地域内では、ヌビナイ川右岸・幸栄・元更別・能美内・幕別扇状地面の北縁

.南新札内・岩内川右岸の各地域に広く分布している。

模式地の北東方向の延長部にあたるヌビナイ川右岸の露頭(地点 2) では、新第三

紀!百を不整合iこおおって光地園深層が発達している。 この光地園球層は、厚さが約

70ill もあり、人頭大からこぶし大の乱雑な扇ツ;地堆積物状の喋屑で、 とくにその上

・下部江顕著なクサリ深で出成されている O その“クサリ"の度合は、 ミグマタイト

・ホルンフェルスなどに顕著である。まだ、礁層中には、何枚かの浮い砂層やシルト

層がはさまれており、 とくに基底より 30m 上部のところには、 厚さ約 10 em の泥炭

田の発達しているのが観察された。陳種は、下部でほヤオロマップ川層の砂岩や粘板

岩の喋が、個数で 71 %と多いが、花崩岩の礁が 15 %と少なく、それに対して上部で

は、ヤオロマップ川層の礁が 30 %前後に減少するが、花崩岩の際が 36% に増加し、

大礁が目立つようになる。また、下部て 1土見られなカ・った新第三系の礁が 20 %前後

含まれるようになる O これらのことから光地圏深層は、下部から上部にかけて連続的

に形成されたものでばなく、堆積の体止期をはさみながら長期間にわたって堆積した

疎層と推定される。

また、光地園喋層の疎種を地域毎に検討すると、模式地付近ではヤオロマップ川層

の礁が圧倒的に多く 70% にもおよぶことがあるが、札内川層・花崩岩・ホルンフェ

ルスの礁は少ない。 一方、元更別付近に分布する光地園陳層には、札内川層の礁が

70% 近くも含まれており、それに対してヤオロマップ川層の礁は数%にすぎない。こ

のような榛種の違いは、礁の供給地に分布する地質の違いを示すとともに、その上昇

運動の経緯を反映するものと推定される。

様層の層厚は、模式地やヌビナイ川右岸・能美内では 60 m'"'-'90mにもおよぶが、

元更別では 23 m+ 、大正図 I隔地域の戸蔦付近では 20m 、さらに帯広図幅の依田付近

の砂利取り場では 1m にすぎなく、北方にむけて厚さを減じている O
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Abies 同

Picea にコ

Quercus

Alnus

Betula

Carpinus ロ

Salix =二二コ

Ericaceae
10 20 30'lI.

なお、ヌピナイ川右岸の露頭

(地点 2 )で観察された泥炭層

C花粉分析の結果によると、

Betula が 40% 以上を占め、そ

れに A[.i es· Pic ω がそれぞれ

10% 近く含まれており(第 6

図入冷温帯要素を示す花粉が

少ないことから、現在よりやや

寒冷で、あったと推定される(星

野ほか、 1978) 。

第 6 図 光地園諜居中の泥炭の花粉分析図(地点 2)

(星野・小坂、 1978 による)

*光地園面堆積物 (Kop)

光地園礁層の上位には、一般に層厚が約 2mほどの白粘土層が累重している。これ

を光地園面堆積物と呼ぶ(小坂ほか、 1979)。

この図幅地域では、元更別(地点 29)、更南(地点 36)、南新札内(地点 42) の各

地区で、光地園喋層に直接して白粘土層が発達する。白粘土層は、淡黄灰白色(lOY
*キ

7!z) の色調を示し、いちじるしく粘性にとむ粘土層で、光地園牒層上部の基質をも形

成している(第 7 図〕。

白粘土の粘土鉱物は、アロフェン様粘土・ハロイサイトからなり、おそらく火山灰

起源の堆積物と考えられている(秋葉ほか、 1975; 1978) 。

N·3 ・ 2 幕別扇状地疎層および幕別扇状地面堆積物

幕別扇状地離層 (Ma)

幕別扇状地の更南地区、東八号線北縁の崖(地点37) を模式地とする、乱雑な扇状

*上豊似図幅(秋葉ほか、 1975) で、は、 この光地園面堆積物と、 あとで述べる幕別

扇状地面堆積物、 忠類面堆積物を、 それぞれ光地園操層・“幕別"面段丘堆積物

(幕別扇状地礎層相当層〉・忠類面段丘堆積物(忠類傑層相当層)に含めてある。

*キマンセルシステムの土色 l陥による。以下同じ。
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不同

地，#， 3 1 地点 30 地点'， 29 地魚 36 地/;， 28 地点 43 地点 42

?3 ::'I c:xx，ν66A802C I 66.:.6061之 6f:，A 8020ぷ θο203

200

em

第 7 図 光地園瞭層および光地園面にのる堆積物の柱状図

地堆積物状の礁!吾を幕別扇状地!深層と呼ぶ(十勝団体研究会、 1968) 。

幕別扇状地喋屑は、幕別扇状地に広く分布しているほかに、 ヌビナイ JII 右岸・附

徳・能美内などの各地域にも、その相当屑が小規模ながら分布する。

模式地の露頭(地点 37) では、その基底までは確認できないが、厚さ 3m 以上に

わたって幕別扇状地陳層が観察される。この幕別扇状地醗層は、人頭大から大豆粒大

の亜角喋や亜円礁の乱雑な喋層からなり、一部にクサリ礁を含んでいる。礁周の基質

は泥質ないしローム質で、この基質の特徴は、幕別扇状地礁周を識別する一つの手が

かりを与えてくれる。疎種は、札内川層の礁を 75% も含んで非常に多く、そのほか
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にヤオロマップ川層・ホルンフェルス・ミグマタイト・片麻岩などの礁を若干含んで

L 、る。

幕別扇状地礁層と光地園陳層との直接の関係を示す露頭は、能美内(地点 10) や

ヌビナイ川下流右岸(地点 2) で観察され、能美内では、新第三系のヌピナイ層を不

整合におおった層厚約 60mの光地国喋層の上位に、 60cmほどのシルト層をはさんで

厚さ 10 mの幕別扇状地様層が分布している c また、 ヌビナイ川右岸においても、す

でに光地閤陳層の項で述べたように厚い光地園醸層を不整合におおって、厚さ 14 m

の幕別扇状地疎層が分布する。

しかし、幕別扇状地醸層は光地園喋層と比べて層厚も蒔く、その上、分布もせま

し光地園榛層を削剥しながら、局所的に堆積した諜層と考えられる(第 8 図〕。

幕別扇状地面堆積物 (Map)

幕別扇状地陳層の上には、厚さが 1~3mのやや粘性にとむ古赤色土 (5 YR4/8~

5/8) が発達している。この古赤色土を、幕別扇状地面堆積物と呼ぶ。

古赤色土は、完全な赤色というよりも赤銅色を呈し、下部にクサリ礁の細撲をはさ

むことが多L 、。北川ら(1963) は、この古赤色土を、温暖期の埋積土壌の可能性があ

ると考えている。

N ・ 3 ・ 3 上更別面 I 堆積物 (Ka)

上更別駅南方の南十三線東十四号付近の砂利取り場(地点 25) で観察される、上

更別面 I を構成する礁周を上更別面 I 堆積物と呼ぶ。(第 9 図)

ここでは、クサリ疎まじりの泥質の基質の陳層の上位に、これとは明らかに異なる

クサリ礁の少ない、基質が中粒砂からなる厚さ 1mほどの薄い疎層が観察された。こ

むがん

の疎層が上更別面 I 堆積物で、下位の喋層は幕別扇状地球層である。無願の坂の露頭

(地点 11、第 9 図)の陳層も、すべて幕別扇状地礁周である O したがって、上更別面
むがん

I 堆積物の喋!習は無願の坂付近ではほとんど分布せず、扇端部の上更別駅付近にむけ

て、ごく薄くおおっているにすぎなし、。なお、この疎層の上には、細榛まじりの褐色

ローム層が分布しているが、これも上更別面 I の堆積物である。

N'3 ・ 4 朝日面堆積物 (As)

忠類図幅地域の忠類村朝日地区付近の段正崖を模式地とし、分級のよくない乱雑な

段丘礁層と、その上にのる赤褐色ローム層を朝日面堆積物と呼ぶ。



この図幅地域では、朝日面堆官拘を観察できる露頭はない。しかし、忠類図幅地域

の模式地での観察によると、朝日面堆積物の段r:i:陳JEIは、人頭大からこぶし大の乱雑

な疎層て\その層厚は 4~5mで、ある。クサリ磁の混入は少なく、基質は泥質のこと

もあるが、多くは'fLl粒砂からなる。 E車種は札内川層の砂岩・粘板岩の礁が約 45 %で

もっとも多く、ほかに花嵐岩礁が 14 %、ホルンフェルスが 18 %、 片麻岩が 20%含

まれている。喋層の上には、固くしまり、クラックの入った厚さ 2mほどの赤褐色ロ

ームが累重する。

朝日面堆積物の喋層は、礁の性質・分布の状態から古歴舟川によって形成された段

正喋層と考えられる。

N·3 ・ 5 拓北面堆積物 (Th)

拓北面を構成する段丘喋層と、その上にのる拓北チョコ帯や、 Kpfa ・ Op-3 ・ Ssfa

・ Op-2 ・ Op-l • Hpfa などの降下火砕堆積物をはさむ褐色ローム層を拓北面堆積物

と呼ぶ。

むがん

拓北面堆積物は、無願の坂から東方に延びる拓北面の南縁にそう露頭(地点13、 14 、

21)で観察される。そのほか、中ノ川左岸流域にもわずかであるが分布する。(地点

9 、第10図〉。

拓北面堆積物は、クサリ礁の少ない比較的粒径の一定した亜円諜からなる捺層で、

その基質は、黒色粘板岩の小岩片を多く含む粗粒砂からなる。 陳種は、朝日面堆積物

の陳層とは異なり、札内川層の礁を 80%以上も含んでいる。

喋層の上には、細喋や炭片まじりの褐色ローム国をはさんで、拓北チョコ帯が分布

する。この拓北チョコ帯は、チョコレート色をした埋没士壌で、上下の境界も明瞭で、

厚さは 10~15 emと一定しており、拓北面を識別する有効な鍵層になっている。さら

に、拓北チョコ帯の上の厚い褐色ローム問中には、 Kpfa ・ 0p-3 ・ Ssfa ・ Op-l ・ Op-2

なと、の降下火砕堆積物がはさまれており、 Kpfa を除く他の降下火砕堆干貢物は凍結じ

よう乱作用を受け、いちじるしいインボリューション (involution) を示しているO

疎層の層厚は、厚いところで 10 m以上もあり、 また、拓北部落付近でおこなわれ

た試錐(地点 22、第 5 図)でも光地園喋層と思われる礁周の上位に、約 8.5 mにわた

って拓北面堆積物の疎層が確認されている。

地形の項でも述べたように、拓北面堆積物は、朝日面堆積物と随伴して、日高山脈

山麓部から東に延び、忠類図幅地域の当縁川ぞいに太平洋岸にむけて分布することか
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ら、朝日面i創立物と同様に、古)~舟川によって形成された河岸段目-堆積物と考えられ

る。

N ・ 3 ・ 6 ビラオトリ)自 (Bi)

ピラオトリ!留は、橋本ほか(1960) により、広尾図l隔地域の楽古川下流右岸の河崖

に分布する泥炭や泥炭質粘土日を主とし、 II巨角喋!回・砂・シルト・火山灰などをはさ

む地層に対して命名されたもので、その時代は前期更新世と考えられていた。 その

後、松井ほか(1973) は、 卜勝平野全域の調査により、このビラオトリ )1主が楽古川流

域だけでなく、市部卜liJ1ゃ中央部一|イ除に広く分布しており、その時代も後期更新世の

湿原性堆積物であることを明らかにした。

この図|幅地域では、相川地区・元更別地区・ヌピナイ川右岸、弓らに日尚山脈の東

麓1こそって点々と分布している。

相川地区(地点 6) で観察されるビラオトリ)胃は、下位より厚さ 1.5 m の泥炭層

と、 Op-3 をはさむ凝灰質シルトやシルト )1書からなり、泥炭田からはアカエゾマツ

(PiceaglehniMAST.) の白果と数種の昆虫化石が発見された。

元更別の露頭(地点 32 、 33 、 34) でのビラオトリ!自は、光地園諜 Fi~\ を侵食した平

坦面上に堆積したもので、厚手 1~2m の泥炭田・青灰色粘土層、シルト!日などから

なり、その上古 ill こ Op-3 をは五んでいる(第 11 図)。

これらのことから、ピラオトリ層は、拓北面堆積物の段丘礁問の上にのる Op-3 を

はさむ褐色ローム!日に対比が可能である。

ビラオトリ!吾は、広尾図幅地域のは if記模式地から広尾海岸より太平洋岸の海岸線に

そっても断続的に分布し、その延長は十!J券川河口の十勝太付近まで達し、一方、日高

山脈の山昆ー部~こそって北 fiji 方向に延び、大正図!隔地域の戸蔦付近まで分布する。その
とった

分布山 jl支 J之、海岸地域の Om から、戸蔦付近て、は 380 mに達している。

十議団体研究会(1 978) は、このビラオトリ回に含まれている植物遺体や花粉分析

の研究により、下部から t部にかけて、温暖〉寒冷→やや温頃←〉寒冷とし、う気候の変

化を明らかにし、さらに 14C 年代資料ともあわせて、ヒラオトリ!日をリス・ウルム間

氷!明からウルム I IIL( 氷1tJ lを経て、ウルム JII [[l 7KWl にいたる堆積物で、あると考えてい

る。

N ・ 3 ・ 7 }itIJ :t~!創刊および I三十Li大 JI 陳!日 (Ch)

市部卜)j労に広く分布し、その延長 it 太平洋岸までソ圭する扇状地状の忠実山、面、および
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これに連続して日高山脈山麓部の各河川の中・上流部に分布する河岸段正面を構成す

る様層を、忠類深層と呼んでいる(松井ほか、 1973)。

忠類業層は、この図幅地域では豊里・大和地区をのせる忠類面を構成する喋屑とし

て分布するほかに、相川・昭徳、地区にもわずかに分布する。

大和地区の露頭(地点 19) では、忠類諜層が 1.5 mの厚さで分布している。ここで

の忠類諜層は、クサリ礁の少ない比較的粒径の一定した亜門楽で、基質は粘板岩の細

礁を含む粗粒砂からなる。疎層の上Lは、軽石まじりのローム層をはさんで Spfa 1

が分布する。(第12図〉

また、相川地l25.の露頭(地点 7 )での忠類喋層は、粒径が 60 emにもおよぶ大きな

礁から、こぶし大の藻まで粒径が一定しない乱雑な疎層である。このような堆積相か

ら扇状地喋層と考えられる。疎種は、札内川層の諜が 50 %を占め、そのほか、新第

三系の疎も若干含まれている。(第12図)

忠類喋聞は、忠類・大樹・広尾の各図幅地域内ではかなり広範囲にわたって分布

し、広尾海岸から、大樹町相保島の海岸にかけての太平洋岸にそう海食崖で連続して

観察される。大樹図1隔地域の野塚川河口付近の海岸では、ピラオトリ層を不整合にお

おった忠類楽層が、厚いところで辻 20 m以上にもおよび、その藻層のところどころ

に厚さ 1m以上のシルト層やローム層を断続しながらはさんでいる。

なお、大樹町中目保島海岸の忠類媒層の上位に発達する Op-1 層直下より得られた

炭化木片の 14C 年代値は、 35 ， 750 土 1 ， 350 年 B. P.(Gak-3669)(十勝団体研究会、

キ

1972) であった。 また、 忠類図幅地域の大樹町ホロカヤントウ沼付近の相保島喋層

(十勝団体研究会、 1971 、 1978) をおおう Op-3 のやや上位の層準と推定される泥

炭層中の木片の1昨代値は、 43 ， 200+主党;年 B. P.(Gak-41l0)(十勝団体研究

会、 1973) とし、う値を示した。これらのことより、忠類楽層は、最終氷期のウルム I

亜氷期よりウルム E亜氷期にかけての時代に堆積した礁層と考えられる。

一方、幕別扇状地の北側で、上札内 I 面を構成する礁層を、上札内 I 榛層と呼ぶ。

上札内 I 疎層は、帯広図幅地域の依田駅付近の砂利取り場を模式地とする。ここでの

層相は層厚約 12 ill の分級の悪い乱雑な喋回である。

この図幅地域の上札内 I 陳層は、上札内 lib 面上を流れるサッチャルベツ川(地点

本忠、類喋層の下部に対比される。
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38) やサラベツ )11 (地点35) の側溝で観察されるにすぎないが、大正・帯広両図幅地

域では、札内川一途別川間に発達した構造谷(十勝団体研究会、 1978) を埋積して、

広く発達していることが確められている。(第15図)

サッチャルベツ川やサラベツ川の側溝での観察によると、上札内lIb面の礁層の下

位に、)国厚が 60emほどの、表面が褐鉄鉱で汚染され、固くしまり、一部にクサリ礁

を含む上札内 I 楼層が分布する。

上札内 I 礁層は、その上に Spfa 1 や Spfa 2 をのせることから、忠、類疎層の上

部に対比が可能である。

N ・ 3 ・ 8 忠類面堆積物および上札内 I 面堆積物 (Chp)

忠類深層の上にのる Spfa 1 ・ 2 をはさむ褐色ローム層を、忠類面堆積物と呼ぶ。

大和付近の露頭(地点 19) では、忠類藻層の上に、軽石まじりの褐色ローム層をは

さんで、厚さ 65 emの Spfa 1 が分布し、さらにその上には薄L 、褐色ローム・ボール

状ロームが累重する。 この軽石まじりの褐色ロームと Spfa 1 が忠類面堆積物であ

る。

一方、幕別扇状地の北側の岩内川右岸の露頭(地点 44) での観察によると、上札

内 I 面の諜層の上には、球やシルトまじりの褐色ロームやSpfa 2、 l が果重する。こ

れが上札内 I 面堆干貰吻で、忠類、面堆積物に対比される。(第12図)

なお、この図幅地域には、 Spfa 1 の二次堆積からなる古砂丘堆積物が分布するが、

これも忠類面堆積物に含められる。しかし、ここでは、これを Spfa 1 古砂丘堆積物

として区分し、次項で述べることにする。

N ・ 3 ・ 9 Spfa 1 古砂丘堆積物 (Sd)

上更別面 I や忠類面上に、 Spfa 1 の二次堆積物からなる砂丘堆積物が分布するこ

とは、地形の項ですでに述べた。ここでは、その堆積物や形成時代について述べる。

大和付近の古砂丘の露頭(地点 20) での観察によると、 古砂丘の本体をなす風成

堆積物 j主 Spfa 1 の二次堆積物で、そのなかに Spfa 1 の軽石や無色鉱物・有色鉱

物からなる白・黄・黒色の葉理がよく発達し、全体の層厚は 3m 十である。葉理面の

走向はほぼ東西方向で、南に傾斜している。風!戎層の上には、層厚の一定したボール

状ロームやソフトロームがおおっている o (第 12 図)

大正図 i隔地域の似平付近の En-a や Spfa 1 からなる複合古砂丘を研究した藤山

ほかの報告(1 978) によると、 Spfa 1 古砂丘は、 Spfa 1 の三次堆積物の聞に、
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第13図 Spfa 1 古砂丘の模式柱状図

14 C 年代(年 B.P)

23 ，5α コ土 800

古! I2乙2却ま 1440
十 28，750 土 1840

勝

E少

漢 I 25，290土 2080
時

{て

• 32，200 土 2000

35，750 土 1350

堆積物

ン)~卜質ローム

柱状図

~~ ~/~， ~~ IOp ・ 1

/' --、、
，〆一、、-

v 二二二て\|ローム

ιモミ I SpfoI 古砂丘 1
1三二己こ l 粘土質ローム

~ ~:::~ISpfa1

よーヱ// -之石ー|軽石賀ローム

ュcx三J Spfo2

褐色ロームで示される 2 回の休止期をはさんで 3 つに区分され、それらは下位より

Spfa1 古砂丘 1 、 2、 3 と呼ばれている O さらに Spfa 1 古砂丘 1 の上位をおおう褐

色ロームから得られた炭化木片の 14C 年代値は、 25 ， 290 ±2 ， 080 年 B. P.(Gak-7078)

(藤山ほか、 1978) 、また、 Spfa 1

古砂丘 3 の上位をおおって

Spfa 1 の古砂丘を固定させた

褐色ロームから得られた 14C 年

代値は、 23 ， 500 土 800 年 B. P.

(Gak-3260)(藤山ほか、 1972)

を示しているョ

この図幅地域の Spfa 1 古砂

丘は、上記の古砂丘のどの時期

のものであるか、明らかにする

ことはできなかった。

なお、 Spfa 1 古砂丘の模式

柱状図を、第 13 図に示した。

N·3 ・ 10 尾田面堆積物および上札内 ITa 面堆積物 (Od)

歴舟 )11 左岸に広く発達する尾田面を構成する段丘疎層と、その上にのるボール状ロ

ーム層を尾田面堆積物と呼ぶ。

尾田面堆積物は、このほか、中ノ川・ヌビナイ川流域にもわずかながら分布する。

振別対岸の大樹営林署尾田苗固に下りる段丘崖(地点 18) では、新第三系の大樹

層を不整合におおって尾田面堆積物が分布する。尾田面堆積物の藻層は、層厚が約 4

mの粗粒砂を基質とする人頭大からこぶし大の乱雑な陳官である。 1楽種は、現河川ほ

ん濫原の堆積物とほとんど変りがなし、。(第 14 図)

礁層の上には、直径数 em から 2~3 em のボール状の、特徴ある割れ方を示す淡褐

色のボール状ロームをのせている。 なお、近堂ほか(1 975) は、 このボール状ロー

ム層中より得られた炭化木片による J4C 年代値を 1 1， 940±240 年 B. P.(Gak-5152)

と報告している。

一方、 岩内川流域にも、尾田面堆積物に対比される En-a や、ボール状ロームか

らなる上札内 ITa 面堆積物が分布する。この図|隔地域て 'i工、上札内 ITa 面堆積物の喋
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層まで観察できる露頭はないが、大正・市広図l隔地域では、 と札内 JIa 面堆積物の諜

層は、粗粒砂を基質とする乱雑で新鮮な諜からなり、様種も現河床の藻とほとんど同

質である。

N ・ 3 ・ 11 石坂面堆積物および上札内 JIb 面堆積物(Is)

歴舟川・中ノ川の存流域にノトm間j二分布する石坂面を1，"f 1北する↓'):6J楽胞と、その上

にのるソフトローム同を石坂面堆積物とIi子ぶ。振別付手近の露頭(地点 1 )でほ、厚さ

3m以上の現j可床践と同質な新鮮な:袋店と、その上iこのる砂!日やソフトローム層から

なる石坂面堆積物が観察される。

一方、幕別扇状地の北側では、扇状地状の地表面を示す上札内 lib 面の堆積物は、

サッチャルベツ}[! (地点 38) やサラベツ }iI(地点35、 39) の側溝で観察される。 ニ

れらの地点で諜層は、上下iこ 2 分ヨれ、下位の諜!習は、すでに述べたように上札内 I

醸層であれその土位にのる厚手 1mほどの新鮮な腐植まじりの諜周が、上札内 JIb

面の疎層である。このように、 と札!什lI b 面.litfif:防の深!tjは砕く、扇状地主主回とは認

め難し、。 このほか、 岩内川流域にも、 上札内 JIb 面堆積物の諜同がわずかに分布す

る。(第15図)

礁層の上には、暗褐色で砂買のソフトローム!日が発注しており、上札什 JIb 面堆積

物は、南部十勝の石坂面堆積物Iこ対比 j れる。

N'3 ・ 12 沖積段正堆積物

大樹面堆積物 (Ta)

大樹面を構成する段丘堆積物を、大桔 i面堆積物と呼ぶ。模式的 iこは、大樹図幅の歴

舟川右岸の大樹町市街地河屋でみられる。大間面 1堆積物の深田 l土、現 i可床の堆積物と

全く変りがなく、青 l床をイ苦びだ新鮮な川砂主主買とすろ j交正す;肝であろコ喋国の厚さ

は 2~3m と薄く、その上 1二由民去府の腐植府が発達していろにすぎない J 大樹面堆

積物 i土、歴舟 JII ・中ノ JII ・ヌピナイ川流域に小規模な分布を示しているョ

中札内面堆積物 (Ta)

幕別扇状地北側の札内 JII ・店内川流域 iこ分布する中札内面を構成する i交正 l喋回を、

中札内面堆漬物と l乎ぶ。その球種は、.f;l河床礁と変わりがない。中札内面堆積物は、

南部十勝の大樹面堆積物に対比される。
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N·3 ・ 13 現河床はん濫原堆積物 (A)

歴舟川・中ノ川・ヌビナイ川・札内川・岩内川などの各河川の河床には、日高山地

から運搬された大きな玉石まじりの砂深層が発達している。このうち、比較的広い河

床が発達するのは札肉川と歴舟川で、そのほかの河川は、下刻作用が激しく河床の発

達はよくなし、。

なお、歴舟川流域などで、大樹面堆積物を削るさらに低位の段丘堆積物が観察され

るが、ここでほ、いずれも現河床はん濫原堆積物に一括した。

V 火成岩類

v.1 玄武岩質岩石 (Po)

本図幅地域に分布する火成岩類は、歴舟川流域と中ノ川下流域で従来から劫岩(根

本ほか、 1933) とされていた岩石のみで、ある。この岩石は今回の調査で、むしろ玄武

岩に近い岩質であることが明らかになったので、玄武岩質岩石として記述する。

この地域の玄武岩質岩石は、岩脈・岩床あるいは溶岩として産し、一部にハイアロ

クラスタイトをともなっている。また、近入岩でもいわゆる近入角楽岩様の岩相をと

もなっているところも認められる。

玄武岩質岩石の活動時期は、同岩石が歴舟緑色凝灰岩層の下半部を構成しているこ

とから、中新世初期と考えられる。

v.1 ・ 1 歴舟川岩体

この岩体には脈岩状の粗粒玄武岩・ハイアロクラスタイト・溶岩などの産状のもの

がみられるが、これらの詳細な関係は、露頭が限られているため明らかでなし、鏡下

の観察は次のとおりである。

粗粒玄武岩:斜長石・単斜輝石の結晶をふくむ。単斜輝石の多くは、モンモリロ

ン石によって置換されている。石基L土サブオフィティックあるいはハイアロオ

フィティック組織を示す。長柱状斜長石・粒状単斜輝石のほか磁鉄鉱粒を含

む。初生のヵーラスは若干残されているが、大部分はモンモリロン石化を受けて

いる。また、方解石を多く含む部分も認められる。

ハイアロクラスタイト:水冷破砕岩の産状を示す部分の岩片は、初生的にはイン

ターグラニュラー組織をもっていた玄武岩と思われる。全体的に強い変質を受
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け、輝石は残されておらず、白チタン石・チタン鉄鉱、その他の微細な粘土鉱

物に変えられている。このような宕片の聞を充填している基質は、微細なスフ

エルライト質石英の集合体や微細な緑泥石、および方解石などからなってい

るO 赤色を呈する岩片も認められるが、岩質は基本的iこは上記の岩石と同じで

ある 3 また、やや粗粒なサプオブィティック組織を示すものや、細粒の流理構

造が発達した岩片も含まれている。

玄武岩質溶岩:班状構造を示すが、斑晶のすべては、方解石やモンモリロン石に

置換されている。石基には性状斜長石の流理構造が顕著であるが、有色鉱物の

大半はモンモリロン石化していて、わずかに細粒のものが認められるに過ぎな

し、。石基部立さらに微細な石英・緑泥石・沸石などにより不規則に交代されて

おり、また方解石および針状の角閃石様鉱物が形成されている。

V' 1 ・ 2 中ノ川岩体

この岩体には、玄武岩質溶岩と水冷破砕岩と思われる岩相がある。

玄武岩質溶岩:斜長石の集斑品をふくみ、石基 i工 8~\' 、流理構造を示し、部分的に

ハイアロオフィティックあるいは、サブオフィティック様の組織が認められ

る。しかし、単斜輝石の大半ばモンモリロン石や方解石に置換されている。さ

らに、ガラスの大部分もモンモリロン石化を受け、初生のものがごくわずか残

されているに過ぎない。全体に磁鉄鉱粒が散点している。

ハイアロクラスタイト:ハイアログラスタイトと思われる岩相のものは、粗粒玄

武岩質組織を示す岩片を多量に含んでいる部分が認められ、また、 O.5~ 2m m

ほどの斜長石斑晶を多量に含んでいる部分も認められる。いずれの岩相も、輝

石の大半l土緑泥石あるいはモンモリロン石に変化し、石基には白チタン石や方

解石が形成されている。

VI:地質構造

¥I.1 基盤岩類の地質構造(日高累層群および新第三系)

日，，，，，']山脈の東側hこ分布する日向累層併は、ヌビナイ川 I ド流を東西に走るヌピナイ断

層(秋葉ほか、 1975 ;紺谷、 1978) と巾ノ川上流~歴舟川中流にかけて NE-SW~

NNE-SSW 方向に走る中の川断層(紺谷、 1978) によって、地質構造上、北部地
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域主部・北部地域南縁部・市部地域に 3 分されている(紺谷、 1978)。すなわち、北

部地域主部は NE-SW 方向の宿曲構造が卓越し、南部地域は N-S~NNW-SSE

方向の宿曲構造が卓越する。北部地域南縁部法、南北両地域の漸移帝的性格をもって

いる。

この図幅地域は北部地域主部と北部地域市縁部に属しているため、歴舟川以北では

NE-SW 方向の沼山構造が卓 1也し、中ノ川~ヌビナイ JII 流域では N-S 方向の摺曲

構造が認められる O

図幅地域に発達する主な摺曲構造はヤオロマップ川中流域の NE-SW 方向の背斜

構造とその両側に発達する向斜構造であり、波長は約 6km て‘ある。 これらのうち背

斜構造と南東側の向斜構造はともに軸面が南東側に倒れた等斜摺曲て‘ある。これらの

大波長の摺曲のほかに、中ノ川・ヌビナイ川流域およびポンヤオロマップ川上流域

に、波長約 2km の小規模な沼曲が発達している。

断層系には、 NNE-SSW 方向の中の川断層と E-W 方向の断層系、および E-W

方向の断層系を切る N-S 方向の断層系が発達する。この N-S 方向の断層系の中

で、日高累層群の分布東限を両す広尾断層が最も顕著である。

この図幅地域の新第三系は、大樹・上豊似両図幅地域に広く発達しているものの北

方延長部であって、その分布北根にあ iとる。広域的な新第三系の一般走向をみると、

大樹・上豊似両図幅地域でほ NNW -SSE~N-S 方向が卓越し、断層による構造の

乱れはほとんどない。しかし、この図幅地域では断層による地層の転位、右に大きく

屈曲する宿曲軸など構造的に乱れているO

摺曲構造は歴舟川相川橋上流域・ヌビナイ川流域・歴舟川下流域など、にみられる。相

川橋上流1. 3 km付近で、新第三系の下部晋が軸部、こ分布する背斜構造は、この地域の

新第三系の主要構造の 1 つである。能美内両方から i旬の巾ノ )11 流域にかけて分布する

玄武岩質岩石、歴舟緑色凝灰岩層およひ、ベノレブOネ層は、分布の東両両側が断層で切ら

れているが、基本的には新第三系を変;予させた主要な背斜構造のひとつと推定される。

これらの摺曲構造は、ヌビナイ川流域および歴舟川下流右岸でほ、間由軸は N-S

~NNW-SSE 方向を示し、 lf-lノ )11から歴舟川中流域 iこかけての沼山構造は NE-SW

方向を示している。

v[.2 第四紀における構造運動と地史

- 42 ー



日高山脈。上昇と古期扇状地の形成

11I~L:) 山脈からその束位iこか:十ての地域でi士、前期更新医末から riC1 M更新世にかけ

て、新らしい出jE運動が展開三れた。すなわち、 IH部 111'，':)山脈の激しい上昇運動によ

って生産された膨大な喋は、沈降を続けていた十勝構造盆地を西ないし|有から旺積し

た。このことは厚回の光地園漂白の分布から推定することができる。また、この時期

の歴舟川およびその交流は、中央部十勝に向けて北流していたと推定される。さらに

引き続いた日 1'::)01脈の上a昇は、干し内川流域 o fJr舟川流域で顕著であり、その結果幕別

扇状地の形成をみることになる。

南部十勝の十勝構造盆地からの分離とビラオトリ湿原群の形成

日高山脈の主たる上昇地域が、南部から 1 /1部地域へ移動し、さらに活平一尾田を結

ぶ卜勝中央構造市(十勝団体研究会、 1978) の上昇運動も加わって、それまで北流し

ていた古歴舟川は、当縁川に上流部がカットされ、直J妾太平洋Jこ注ぐようになった。

このようにして、白部十勝一地域は十勝惜造盆地から切り離された。その後の歴舟}II

および各交流の激しい下刻iこよって、朝日面や拓北面などの中位段丘が形成された。

その後、温暖な気候の回復と海水準の上昇にともない、日高山脈山麓部と平野部の

境界付近や、広尾海岸から十勝太海岸に至る太平洋岸の低地に、湿原群が形成され、

泥炭を主体とするビラオトリ!昔が堆積した。

日高山脈中・北部の上昇と最終氷期

最終氷期のウルム I 亜氷期頃、ルベツネ山一コイカクシュサツナイ岳を中心とする

日高山脈中部地域に激しい浮き上がりがおこり、南部十勝では山麓部より南東方向の

太平洋岸にむけて、新期扇状地E楽用の忠類:楽!吾が形成された。最終氷期中~後期に

は、目白山脈の上昇運動の巾心は中部から北部へ移動し、忠類陳周を侵食しながら、

市東に傾く尾旧面や石版面などの段目:地形が次々と形嘆された。

一方、事別扇状地北側では、忠、類喋府堆杭の末期頃iこ、すでに形成されていた札内

川一途別川 IL~の j ，W造谷を急激に坦宿して、上札!什 I 礁)13が堆積した。上札内 I 礁周堆

積後は、顕著な堆積1也)恨の発達;1みられず、上札内 lla 面・上札内 llb 面は光地園礁

周や上札内 I 琉!日を侵食して形成された削剥面である。

この時期を通じて、 1-)際平野の全域にわたって、 各地形面上には、 Op-3、 Ssfa 、

Op-2、 Op-1 、 Spfa 1 、 En-a などの降下火砕堆積物によるインボリューション、礁

の立ち上がりにみられる構造上、あるいは内陸古砂丘の形成などの周氷河現象が各地
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で観察される。このようなことから、当時の十勝平野が寒冷気候の支配下にあったこ

とは明らかである(野川ほか、 1972; 1978)。

四応用地質

歴舟川流域でかつて砂金を産出したと伝えられているが、詳しい記録は残されてい

ない。そのほかは、特に地下資源としてみるべきものはなし、。
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Resume

Themappedareabetweenlatitude42ー30' - 42ー40'Nand

longitude143ー00'-143ー15'E issituatedattheeasternfootof

theHidakaMountainsinHokkaido.

TOPOGRAPHY

Theareacoveredbythissheet isdividedintothreesubｭ

areas:(1)Mountainous subarea , on the eastern slope of the

HidakaMountains, (2)Hillysubarea , attheeasternfootofthe

mountains, and(3)Plateausubarea.

Theheightofthemountainoussubarearangesapproxｭ

imatelyfrom400to1 , 000 metersabovesealevel. Topographic

featuresinthissubareaisgenerallycharacterizedbyasteep

slope. Thehillysubareawithridgeshavingaconstantheight

attainsabout400metershigh. Manyfansandterracesdevelop

withintheplateausubarea. Topographicplanesinthemapped

areaisdividedintonineplanesasfollows:
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TaikiPlane

IshizakaPlane

OdaPlane

ChoruiPlane

TakuhokuPlane

AsahiPlane

NakasatsunaiPlane

.KamisatsunaiIIbPlane

KamisatsunaiIIaPlane

KamisatsunaiIPlane

KamisarabetsuPlaneI

MakubetsuFan

KochienPlane

GEOLOGY

Inthemostpartofthe area, Pre-CretaceousandNeogene

sedimentaryandvolcanicrocksandQuaternaryunconsolidated

depositsaredistributed.

The Pre-Cretaceous Yaoromappu Formation belonging to

theHidakaSuperGroupismadeupmainlyof sandstone, slate

andtheirgradedalternationwithminoramountsofinterbedded

conglomerate, whitetuff, andbasictuff.

TheNeogenesequenceiscomposedoftheRekifune “Green­

Tu町" Formation , theNupinaiGroup, theTaikiGroupandthe

OsarushinaiFormationinascendingorder.

TheRekifune “ Green-Tu 旺" Formationischaracterizedby

the presenceofgreencoloredtuffswithigneous rocksatits

bottom. TheNupinaiGroupisdividedintothefollowingforｭ

mations in ascending order:the Perupune Formation which

consistsofconglomerateandsandstone, theHikatagawaFormaｭ

tionwhichiscomposedmainlyof sandstone, andtheNupinai

Formationwhich is characterized by sandy silt stone. The

TaikiGroupisalsodividedintothefollowingthreeformations

in ascending order: the Odamura Formation which consists

mainlyofhardshale, theToyonigawaFormationwhichiscom-
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posedofconglomerateandsandstone, andtheTaikiFormation

whichismadeupalmostentirelyofsiltstone. TheOsarushinai

FormationoftheuppermostNeogeneconsistschieflyof clay,
sandandgravel deposits, andiswidelydistributedasabaseｭ

mentofwhichisoverlainbytheQuaternarysediments.

TheQuaternarydepositsarecomposedofsandandgravel

bedsandBiraotoriFormation, andformvariouskindsoftopogｭ

raphicPlanesofthePleistocene. TheHolocenealluviumappears

inalimitedarea. Thethickerdepositsincludethe Kochien ,

Makubetsu, Churui , andKamisatsunaiIGravelBedsfromolder

toyounger. Allofthegravelscorrespondtothefanandfan

-surfacedeposits. Thedepositsoftheotherplanesaremostly

observedasathinbed. TheBiraotoriFormationconsisting

mainly of gravel, sand, silt, and muddycoal is of the late

Pleistocene.

ECONOMICGEOLOGY

Noworkablemetalicorehasbeenfoundinthisinvestigated

area.
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